
平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備（拡充）

流 域 名 富士

実施箇所及び 富士山国有林１３、２０林斑外
実施日 栗ノ木沢、十万石、上井出林道沿線外

平成２４年１月２１日～２月１２日のうち６日間（実捕獲期間）

取組の背景及 シカ等野生鳥獣被害が増加していること等に対し、地域住民
び必要性 と野生鳥獣の棲み分け、共生を可能とする地域づくりに取り組

むことで、民・国連携による事業が期待される。

富士宮市鳥獣被害防止対策協議会では富士山麓周辺に生息し
ているニホンジカの被害対策として、平成２２年度から①ニホ
ンジカの生息状況調査、②ニホンジカの被害状況調査（森林の

取 組 の 内 容 剥皮被害等）、③ニホンジカとの共存に向けた対策（シカ侵入
防止策）を実施してきた。

本年度は、ニホンジカを効果的に捕獲するため、シャ－プシ
ュ－ティング（捕獲等の経験により警戒心が高まる固体が発生
しないよう、餌付けを実施したうえで、少人数により捕獲を実
施し、一度の捕獲で少数の群れの全頭を捕獲する手法）を当署
で初めて実施した。

国有林担当 担当：静岡森林管理署
部局・役割 役割：関係行政機関等への連絡調整、「富士宮市鳥獣被害防止

対策協議会」や、県、市等が開催する鳥獣保護・対策に
関する会議への積極的な参画等

連携協働相 連携相手方：地方公共団体、NPO等
手先・役割

役 割：関係機関等への連絡



【 参 考 資 料 】

取 組 名 野生鳥獣との共存に向けた生息環境等整備（拡充）

餌付けの状況
餌（ヘイキューブ）を採食している２頭のニホンジカ（無雪期）

「２０１１年１２月３０日 第３番給餌場」

給餌場所

射撃ルート

誘引捕獲方法（模式図）

自動撮影
カメラ

餌（ヘイキューブ）

＜イラスト：(独)森林総合研究所九州支所 八代田氏作成＞



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 「くくり罠」講習会 （新規）

流 域 名 富士

実施箇所及び 富士宮市宝山 富士宮市有林
実施日 平成２３年８月２６日

取組の背景及 「野生鳥獣の共存に向けた生息環境等整備モデル事業」にお
び必要性 いて、富士山のシカ被害対策の検討を重ねてきた中で、「くく

り罠」での捕獲方法について講習の機会を設けてはの意見によ
るもので、シカ被害対策の一つの方策として期待される。

静岡県森林林業技術研究所森林。林業研究センタ－及び地元
猟友会を講師として、静岡県、富士宮市、裾野市、御殿場市、
地元ボランティア２団体、静岡森林管理署が参加し、「くくり

取 組 の 内 容 罠」の講習会を実施した。
参加人員 総勢６８名

①捕獲に関する規制の説明（静岡県自然保護課）
②横スプリング渡部式ほか３式のくくり罠についての取扱い、
設置後の注意、捕獲直後の処理等の説明（森林・林業センタ－）
③６班に別れて「くくり罠」の設置する場所、設置の方法等に
つて猟友会から教わりながらの実習

国有林担当 担当：静岡森林管理署
部局・役割 役割：開催に当たり連絡調整、

国有林のシカ被害状況について、取材者の現地案内

連携協働相 連携相手方：静岡県、静岡県森林林業技術研究所森林・林業研
手先・役割 究センタ－、地元猟友会

役 割：講師及び連絡調整



【 参 考 資 料 】

取 組 名 「くくり罠」講習会

静岡県農林技術研究所森林・林業センタ－ 静岡県自然保護課職員による
研究員による「くくり罠」概要説明 捕獲に関する規制の説明

「くくり罠」設置実習 「くくり罠」設置後
必ず注意標識を設置



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 国際森林年記念「富士山国有林見学会」（継続）

流 域 名 富士

実施箇所及び 静岡県御殿場市：富士山南山国有林
実施日 平成２３年１０月２１日（金）

取組の背景及 国有林見学会の取組により、国有林が行っている事業と森林
び必要性 ・林業の重要性等についてＰＲを行うことで、理解が深められ

る。

新聞等で参加者を公募し、富士山国有林に所在する富士山自
然休養林内にある高鉢駐車場から西臼塚方面へののハイキング
を森林インストラクタ－による案内と造林請負箇所（ウラジロ

取 組 の 内 容 モミ植栽木箇所の保育間伐活用型）地を案内し、森林の役割の
重要性と国際森林年への理解を深めていただいた。

今年のテ－マ
①国際森林年（森を歩こう）
②富士山自然休養林の自然散策
③ウラジロモミ低質材のシステム販売等の活用

応募者 ４３名 当日参加者 ３８名

国有林担当 担当：森林インストラクタ－講師、静岡森林管理署
部局・役割 役割：参加者募集及び案内、造林請負箇所の説明

連携協働相
手先・役割



【 参 考 資 料 】

取 組 名 国際森林年記念「富士山国有林見学会」

西臼塚駐車場での集合写真

造林請負箇所で説明を聞く参加者
（ｳﾗｼﾞﾛﾓﾐ 保育間伐 活用型）

富士山自然休養林内
森林ｲﾝｽﾄﾗｸﾀ-による植物等の案内
を聞く参加者



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 森林教室・体験林業 （継続）

流 域 名 富士流域・静岡流域

実施箇所及び 静岡県富士宮市：富士山国有林
実施日 平成２３年１０月１６日

静岡県島田市：大代国有林内
平成２３年５月１０日～５月１２日

取組の背景及 国民が森林・林業に対する関心が高まっている中で、小中学
び必要性 生を対象とした森林環境教育や体験林業を取り組むことによ

り、森林が地球温暖化防止として一躍を担っているなど、森林
・林業の大切さを学び、森林を守り育てる気運の醸成が期待さ
れる。

①「富士山緑の募金の森」のボランティア活動に参加の児童、
保護者を対象に富士山の動植物の観察による森林教室を行っ
た。 児童と保護者２４名

取 組 の 内 容
② 島田市立金谷中学校の依頼により、２年生による職場体験
学習を行った。①林況把握・立木調査②境界巡検（コンパス
操作）③森林教室等を体験。

参加者７名 延べ１４名
雨により２日間となる。

国有林担当 担当：静岡森林管理署
部局・役割 役割：国有林野事業及び森林の役割等の説明、森林教室等の企

画・実行

連携協働相 連携相手方：県、市町教育委員会、該当校
手先・役割 「富士山緑の募金の森造成事業実行委員会」他

役 割：参加者の輸送、安全管理



【 参 考 資 料 】

取 組 名 森林教室 ・体験林業

○体験林業

コンパスの操作を体験 立木調査の体験

○児童と保護者参加の森林教室

カモフラ－ジュ ビンゴゲ－ム



平成２３年度 実施メニュー実施結果表

取 組 名 国際森林年記念「大井川上流自然観察会」 （新規）

流 域 名 静岡

実施箇所及び 千頭山国有林内（川根本町プロムナ－ドコ－ス）
実施日 平成２３年９月２４日（土）

取組の背景及 自然観察会の取組みにより、国有林のＰＲ及び森林の重要性に
び必要性 ついて理解が深められる。

公募により参加者を募り、川根本町との共催で、千頭山国有
林内にある「川根本町プロムナ－ドコ－ス」を森林インストラ
クタ－による植物等の案内で、国際森林年の日本テ－マ「森を

取 組 の 内 容 歩こう」でもあるハイキングを主に行い、森林の役割の重要性
への理解を深めていただいた。

公募者数２０名
応募者 ２０名 当日参加者 ８名

台風１５号の後等で参加者激減

国有林担当 担当：森林インストラクタ－しずおか、静岡森林管理署
部局・役割 役割：参加者募集及び案内、国有林野事業及び森林の役割等の

説明

連携協働相 連携相手方：川根本町
手先・役割 役 割：植物、樹木等の説明



【 参 考 資 料 】

取 組 名 国際森林年記念「大井川上流自然観察会」

千頭山国有林内
尾崎坂展望台にて

夢の吊橋を渡る参加者

「森林インストラクタ－による
植物案内


